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道に誤るのを避ける方法

アッラー[image: image1.emf]

は聖クルアーンの中で仰られました。；103. 言ってやるがいい。「誰が行いにおいて最大の失敗者であるか，告げようか。104. つまり自分では善いことをしていると，かれらは考えているが，現世の生活においての努力が，凡て間違った道に行ってしまうような者たちである。；洞窟章（アル・カハフ）18:103-104
アル・カハフ章のこの節でアッラー[image: image2.emf]

は、真っ直ぐな道から横道にそれ、完全に道に迷ったグループについて私達に教えています。もちろん多くのグループが誤った道に導かれていますが、このグループは、その他のグループよりも更に遠く道を誤っています。これは、彼らが自身の道が正しい道だと固執し、自分達が成功者になるであろうと思っているからです。彼らは誤った道を追求するために全ての人生を捧げ、正しい道にいることを確信していながら、実は全ての彼らの時間と努力が無駄であったことに気付いていません。死が彼らに訪れ、彼らが主にまみえた時、彼らは大変な衝撃を受けるでしょう。なぜなら、彼らは彼らの行為の真実の姿を見、アッラー[image: image3.emf]

は彼らがした全ての事を拒否されるからです。；23. われはかれらの行ったことに報いて，それを塵のようにまき散らすであろう。；識別章（アル・フルカーン）25;23　彼らは戻って彼らがした事を正す許可をアッラー[image: image4.emf]

に請うでしょうが、バリヤーが彼らが戻ることを妨げます。；22. かれらが天使を見る日，罪人にとって，喜びのない日である。かれら（天使）は言うであろう。「（あなたがたには）禁じられている，遠ざかれ。」；識別章（アル・フルカーン）25;23
彼らはどのように道に誤ったのか
全ての時代を通してアッラー[image: image5.emf]

は、彼の真っ直ぐな道へ人類を導き、誤った道へ行く事から彼らを護るために彼の御使いを送っています。彼の導きは、彼の最後の御使いであるムハンマド[image: image6.png]&)



への聖クルアーンの啓示によって完成されました。人々が道に誤る時は、それは一般的に彼ら自身の知性に完全に頼り、アッラー[image: image7.emf]

が人類に啓示された事を基にした堅固な土台を持っていないからです。人類の知力は限られていて、アッラー[image: image8.emf]

の導きなしでは人を思い誤らせ、更にその人は人々を誤った指導で導くことがありえます。それが意図された事よりも、更に広範囲の分野で、心を不思議に思うに任せる哲学者達のように、私達が知的であると思っている多くの人々が、それにもかかわらず道に誤っているのはこの道からです。
知恵(アクル)は啓示された知識(シャッラ)*1についてくるものであると、偉大なる有識者達は私達に助言しています。アッラー[image: image9.emf]

は、彼の唯一性、彼の天使達、彼の諸啓示と彼の御使い達を肯定している時に私達がする行為のみを受け入れられます。この完全な信仰(イマーン)は、私達の知恵を使うことなく到達することはできません。アッラー[image: image10.emf]

が他の創造物の上に、知恵ある思考の贈与によって人類の地位を高く揚げられたのは、この目的のためです。；70. われはアーダムの子孫を重んじて海陸にかれらを運び，また種々の良い（暮らし向きのための）ものを支給し，またわれが創造した多くの優れたものの上に，かれらを優越させたのである。;夜の旅章（アル・イスラー）17:70　アッラー[image: image11.emf]

は彼を正しく崇拝するという明白な目的のために、この祝福された知恵の贈与を人類に与えられえました。それは、神の啓示の熟考によってのみ理解されることができる、アッラー[image: image12.emf]

の慈悲と権力への特別な感謝へ近づくために与えられた鍵です。私達は聖クルアーンの中で、次の言葉で終わっているアーヤ(節)をたくさん見つけることができます。；これは思慮ある者たちへの訓戒である。
アッラー[image: image13.emf]

は、知恵の贈与を正しく使っていない不信者達に警告しています。；179. われは地獄のために，ジンと人間の多くを創った。かれらは心を持つがそれで悟らず，目はあるがそれで見ず，また耳はあるがそれで聞かない。かれらは家畜のようである。いやそれよりも迷っている。かれらは（警告を）軽視する者である。；高壁章（アル・アアラーフ）7:179
　これにより、知恵のみでは十分ではないことが明白です。多くの賢人達が誤って導かれたのは、彼らの心と四肢を神の教えに服従しゆだねる前に、独自の思考の領域で知ろうとするからです。

*1.シャッラは、アッラー[image: image14.emf]

から彼の預言者への啓示と、人々への預言者の教えを含みます。
どうすれば道に誤る事を避ける事ができるか？
上記の点から私達は、迷うことから安全に戻ってくる方法は、アッラー[image: image15.emf]

の導きに戻って来て、私達の理性を彼の教えに照らして言いなりにさせる事であると気付きます。預言者[image: image16.png]&)



は言いました。「もしあなた達がしかっりと縋り付いていれば、私が去った後も誤って導かれる事のない物を、あなた達の間に残しました。アッラーの経典と私があなた達に教えた物(スンナ)です。」このハディースは、聖クルアーンと預言者ムハンマド[image: image17.png]&)



のスンナが、この世と来世の安全の船であると確認しています。
聖クルアーン

ムスリム達にとって一番の防護は、天使ジブリール(ガブリエル)[image: image18.png]


を通して預言者[image: image19.png]&)



に啓示されたアッラー[image: image20.emf]

の御言葉です。聖クルアーンはアッラー[image: image21.emf]

の強い綱です。誰でもそれにしっかりと縋り付く人は、真っ直ぐな道の安全圏にいます。それを目前に置きそれに従う人は誰でも天国の庭へ引っ張られ、それに背を向ける人は誰でも地獄の業火へ引きずり込まれるでしょう。
聖クルアーンは完成されたものです。それは、知恵、導き、以前の民の歴史からの教訓と将来についての警告を含みます。；38. 地上の生きとし生けるものも，双翼で飛ぶ鳥も，あなたがたのように共同体の同類でないものはない。啓典の中には一事でも，われが疎かにしたものはない。やがてみなかれらの主の御許に召集されるのである。；家畜章(アル･アンアーム)6:38
聖クルアーンの正しい理解

人々が私達人類の価値に矛盾し常識を否定する事をするのを見る時、私達は心の中で彼らが誤って導かれているはずだと分ります。これらの人々が、彼らが正しいと主張し、更には聖クルアーンのアーヤ(節)を持ってきて彼らの行為を立証していても、私達は「どうしてこれが可能であろうか？」と問わなければなりません。
アル・マーウーン章からのアーヤで説明しましょう。；4. 災いなるかな，礼拝する者，；慈善章(アル・マーウーン)107:4　その意味は、それ独自の中では論理を否定します。それに続くアーヤによってのみ、それは正しく理解されることができます。；5. (それは)自分の礼拝を忽せにする者。6. （人に）見られるための礼拝をし，7. 慈善を断わる者に。；慈善章(アル・マーウーン)107:5-7　これはとても分りやすい例です。しかしとても重要な暗示効果を作ります。それは、聖クルアーンは、もし単独で取り出せば意味を成さないアーヤが含まれていると言う事を、私達に証明しています。
もしあなた達が、全ての行為を不条理なクルアーンのメッセージの解釈を基にするなら、大失敗に終わることでしょう。今日の世界に影響する多くの問題は、イスラーム学での正しい教育に欠け、どのように自身を抑制するか学んでいない人達が、人々を間違いに導く事によるものです。彼らは文脈から聖クルアーンのア－ヤを取り出し、彼らの邪悪な行為を正当化し、他人を誤った道に導くために、彼ら独自の解釈を使います。それにもかかわらず、彼らと確信に満ちて彼らに盲目的に従う人々はいつも、彼らが善い行いをしていると信じている事でしょう。彼らは、私達が以前に言及した、最大の失敗者の中にいます。
親類や隣人であるかに関わらず、異なった信仰に従う人々への、私達の態度に関する聖クルアーンからの明白な例を持って来ましょう。アッラー[image: image22.emf]

はアル・ムンタヒナ章で仰りました。
；8. アッラーは，宗教上のことであなたがたに戦いを仕掛けたり，またあなたがたを家から追放しなかった者たちに親切を尽し，公正に待遇することを禁じられない。本当にアッラーは公正な者を御好みになられる。；試問される女章(アル・ムンタヒナ)60:8　これは、私達のイスラームの実行を妨げない限り、ムスリムではない人々とも良い関係を持つように、明白に忠告しています。アッラー[image: image23.emf]

は続けて仰りました。
；9. アッラーは只次のような者を，あなたがたに禁じられる。宗教上のことであなたがたと戦いを交えた者，またあなたがたを家から追放した者，あなたがたを追放するにあたり力を貸した者たちである。かれらに縁故を通じるのを（禁じられる）。誰でもかれらを親密な友とする者は不義を行う者である。；試問される女章(アル・ムンタヒナ)60:9　それゆえ私達の預言者ムハンマド[image: image24.png]&)



自身の例により示されるように、彼らが私達を家から追放しようとしたり、イスラームの実行の妨げをしようとしない限り、信者以外に対してさえも私達に親切に公平に扱うように忠告されています。それらをイスラームの素晴らしさと呼ばずに、何と呼ぶことができるでしょうか？
同じ章で私達は、父親と彼の部族に公に彼の信託を否定された、イブラーヒーム(アブラハム)[image: image25.png]


についてのこのアーヤ(節)を見つけることができます。；4. イブラーヒームやかれと共にいた者たちのことで，あなたがたのため本当に良い模範がある。かれらが自分の人びとに言った時を思い起せ。「本当にわたしたちは，あなたがたとあなたがたがアッラーを差し置いて崇拝するものとは，何の関りもない。あなたがたと絶縁する。わたしたちとあなたがたの間には，あなたがたがアッラーだけを信じるようになるまで，永遠の敵意と憎悪があるばかりである。」イブラーヒームは父親だけにこう言った。「わたしはあなたのために，御赦しを祈りましよう。だがわたしは，あなたのためになるどんな力もアッラーから頂けないでしょう。」（かれは祈った）。「主よ，わたしはあなたに御縋り申し，あなたにだけ悔悟します。わたしたちの行き着く所はあなたの御許ばかりです。；試問される女章(アル・ムンタヒナ)60:4
一部の人々はこのアーヤを使って、もし家族が彼らの考え方や信じる事に完全に従わなかったら、彼ら自身の家族から、自らを切り離す事を正当化します。そして一部のムスリムは、このアーヤから私達は、ムスリムではない人々と、私達が誤って導かれていると見なしているムスリム達を、憎まなければいけないと解釈しています。私達がこのアーヤを正しく理解しようとするなら、同じスーラ(章)の8,9アーヤ(節)に照らしてそうすべきです。私達は何故イブラーヒーム(アブラハム)[image: image26.png]


と彼の信奉者が、このように言っていたか知らなければいけません。もし私達が状況を調査したら、これらの人々が彼らが信仰を実行するのを妨げようとしており、事実上彼らを家から追放し、祖先の間違った信仰に戻るように厳しく強制させていた事を私達は見つけることでしょう。明らかに彼らと良い関係を結ぶ方法はなく、それゆえ彼らは自身をこれらの人々から切り離したのです。
　前記の60:8アーヤではとても明白に、他の人々と良好な関係を保つように私達に教えています。なぜならこれが、親切と素晴らしい礼節の例を通して、実際的な方法で実地することによって、ムスリムの信仰の美しさを彼らに見せる、最善の方法だからです。同様に前記の60:9アーヤは、私達に例外を与えています。
　それゆえ私達は、彼らの異なった信仰や行為のために憎んだり、私たち自身を他人から切り離すべきではないということも覚えておくべきです。彼らは私達と同じように人類であり、そしてムスリムとして、アッラー[image: image27.emf]

が彼らを御導きになられることをいつも祈願する義務があります。例え彼らが敵であったとしても、特にもし彼らが私達の親族であったならば。なぜなら彼らはイスラームについての真理をまだ知らないのですから。
私達は人々の行為を理由として、彼らに憎しみを見せるべきではありません。アッラー[image: image28.emf]

は、アッ・タウバ章で私達に御教えなっています。；6. もし多神教徒の中に，あなたに保護を求める者があれば保護し，アッラーの御言葉を聞かせ，その後かれを安全な所に送れ。これはかれらが，知識のない民のためである。；悔悟章(アッ・タウバ)9:6　そして預言者[image: image29.png]&)



は、一部の人々が彼を害した後に祈った時の、素晴らしい例を私達に残しました。；「アッラーよ！彼らを御導き下さい。なぜなら彼らは知らないのです。」　預言者[image: image30.png]&)



は全ての人々に慈悲深かったのです。彼が憎んでいたのは彼らの邪悪な行為でした。彼はいつも、彼らがこれらの憎むべき行為から離れ、真実を受け入れることを望んでいました。これが人々をイスラームに呼ぶための根本的な条件です。
今日、聖クルアーンの正しい解釈を聞いている事を確実にすることが、特にその解釈が主張する事が、イスラームの教えの本体におけるあなたの理解に適合しない時は、どれほど重要かあなたは気付くでしょう。同じ議題に関する他のアーヤ(節)や、時、状況、名指しされた人々、そのアーヤに関するハディース(言行録)等、その全ての側面から考慮する代わりに、孤立してアーヤの意味の解釈をしようと人々がしている時、あなたはどのように誤解が起こるか見ることができるでしょう。それゆえ、時、どの様に、何故、そして誰に対してそれが啓示されたか考慮せず、その事件について啓示された他のアーヤにも照らさず、預言者[image: image31.png]&)



の人生と教えの背景でもそれを解釈せず、アッラー[image: image32.emf]

からの既知の導きに従わない行為を支持するために、聖クルアーンのアーヤを使う人々に気を付けなさい。
これらの点を全て理解する事だけが必要なわけではありません。一連の啓示の間、時と状況は変わりました。そして事情の進行によって規則となりました。一部のアーヤは新しいアーヤによって置き換えられた事を知る事は、最も大切です。私達はアーヤが却下されたかどうか、そしてどのアーヤがそれに置き換わったかを知らなければなりません。
これらの取り消されたアーヤ(節)は3種類あります。

1. 朗読においても規定においても取り消されたアーヤ。これらのアーヤは、すでに聖クルアーンから取り去られています。

2. 朗読からは取り消されたが、規則はまだ残っているアーヤ。それは朗読されませんが作用します。この例として、姦通を犯した既婚の男性と女性への罰があります。彼らは御光章(アン・ヌール)から取り去られ、暗唱される事のなくなったアーヤの規則に従って、石を投げられなければならないという規則は残っています。
3. 規則が取り消されたアーヤ。このアーヤは朗読されますが、規則は作用しません。聖クルアーンの63個の章は、規則が置き換えられたにも関わらず暗唱されるアーヤを含んでいます。
取り消されたアーヤ(節)の例
1．；284. 天にあり地にある，凡てのものはアッラーの有である。あなたがた自身の中にあるものを，現わしてもまた隠しても，アッラーはそれとあなたがたを清算しておられる。アッラーは，おぼしめしの者を赦し，またおばしめしの者を罰される。アッラーは凡てのことに全能であられる。；雌牛章(アル・バカラ)2:284
このアーヤは、信者達にとって耐えるのにあまりにも厳しいものでした。それゆえ、それは後で以下のアーヤによって置き換えられました。；286. アッラーは誰にも，その能力以上のものを負わせられない。（人びとは）自分の稼いだもので（自分を）益し，その稼いだもので（自分を）損う。「主よ，わたしたちがもし忘れたり，過ちを犯すことがあっても，咎めないで下さい。主よ，わたしたち以前の者に負わされたような重荷を，わたしたちに負わせないで下さい。主よ，わたしたちの力でかなわないものを，担わせないで下さい。わたしたちの罪障を消滅なされ，わたしたちを赦し，わたしたちに慈悲を御くだし下さい。あなたこそわたしたちの愛護者であられます。不信心の徒に対し，わたしたちを御助け下さい。」；雌牛章(アル・バカラ)2:286
2．；1. 衣を頭から纒う者（ムハンマド）よ，2. 夜間に（礼拝に）立て，少時を除いて。3. 夜間の半分，またそれよりも少し縮めて（礼拝に立て），4. あるいは，それよりも少し多く礼拝に（立て），そしてゆっくりと慎重な調子で，クルアーンを読め。；衣を纏う者章(アル・ムッザンミル)73:1-4

このアーヤは、以下のアーヤによって置き換えられました。；20. 主は，あなたが夜間の殆ど3分の2，また（ある時は）2分の1，または3分の1を，（礼拝に）立つことを知っておられる。またあなたと一諸にいる一団の者も同様である。アッラーは，夜と昼を妥当に計られる。かれはあなたがたがそれを計れないことを知り，あなたがたを慈しまれる。だからあなたがたは，クルアーンを無理にならない程度に読め。かれは，あなたがたの中病める者のあることを知っておられる。また或る者はアッラーの恩恵を求めて，地上を旅し，或る者はアッラーの道のために戦っている（ことを）。だからそれを無理にならない程度に読め。礼拝の務めを守り，定めの喜捨をなし，アッラーに立派な貸付け（信仰のための散財）をしなさい。あなたがたが，自分の魂のために予め行う，どんな善いことも，アッラーの御許でそれを見い出そう。その（善行の）報奨は，最善にして最大である。あなたがたはアッラーの御赦しを請い求めるがいい。本当にアッラーは寛容にして慈悲深くあられる。；衣を纏う者章(アル・ムッザンミル)73:20
　聖クルアーンのアーヤの理解を正しく得るために、私達はアーヤをその文脈から切り離す事を避け、そして取り消されたアーヤの知識を持たなければなりません。その上、聖クルアーンの正しい理解は、アッラーの御使い[image: image33.png]&)



、彼の教友達、後に続く者達が理解したようにそれらを理解する事によってのみできます。それゆえもし私達が、預言者[image: image34.png]&)



の正統なハディースによって注釈されたアーヤを見つけたら、それは解釈として充分です。なぜなら預言者[image: image35.png]&)



以上に聖クルアーンの意味を知っている人はいないからです。
もし私達が預言者[image: image36.png]&)



による解釈を見つける事ができなければ、教友の誰かによる解釈に頼るべきです。そしてこれがない場合は、次の世代か、次の次の世代の解釈に頼るべきです。なぜなら預言者[image: image37.png]&)



は、正統なハディースで私達にこのように教えているからです。「最良の世代は私達の世代です。それから彼らの後に来る世代です。そしてその後に来る世代です。」(イムラン・イブン・フサインとアル・ブハーリー集による伝承)
堅実な知識と判断なしで解釈しようとする人々の、誤った導きから完全に安全になるために、私達は偉大な有識者達によって権威を持って言い渡された知識に従い、全聖クルアーンと、私達の最愛なる預言者[image: image38.png]&)



のスンナに照らしてそれぞれのアーヤを理解している事を、確実にしなければなりません。
スンナ(言行録)

預言者[image: image39.png]&)



がこの世から去った後私達に残した2つ目の防護は、彼の生きた例でした。彼は地を歩く聖クルアーンであり、彼の例と私達への教訓は偉大なるハディース集の中に保存され記録されています。

ハディースを誤解したり、状況からハディースを切り離してしまったために、一部の人々が妙な振る舞いをしたり、間違った意見を教えているのを、私達は見るかもしれません。もちろん彼らはハディースを正しく理解していません。これは通常、彼らがその全ての側面に照らしてそれを考慮していないためです。名指しされた人々や、その状況やその時に存在していた、一般的に行われていた状況を考慮していないからです。一部の人々は、この一つの誤解にたくさんの規則を作るまでに至り、それゆえ彼らは誤って導かれ、さらに悪い事に彼らは他の人々を道に誤まらせるに至ります。預言者[image: image40.png]&)



のスンナによって正しく導かれたいのなら、私達は彼の人類への布教活動の主要な目的に照らして、それぞれのハディースを学ばなければなりません。アッラー[image: image41.emf]

は、彼の愛する預言者についておっしゃっておられます。；われは只万有への慈悲として、あなたを遣わしただけである。；それゆえ預言者は、人類だけへの慈悲ではなく、万有への慈悲である。；　そして彼がするように命令した事や禁止した事の全てが、アッラー[image: image42.emf]

の慈悲の天蓋の下にあります。

スンナの正しい理解

彼が「アッラーは彼らが『アッラー以外に神はなし！』と言うまで、人々と戦うように私に命じました。」(アブドゥッラー・イブン・ウマル[image: image43.png]


によって述べられたアル・ブハーリーとムスリムよる伝承)と言った時に彼が意味していた事を、一部のムスリムは誤解しています。一部のムスリムは、これらの言葉が私達はムスリムではない人々と戦わなければならず、イスラームを彼らに受け入れさせる事を強制するか死かというように見なします。これらの人々は誤って導かれた人々です。もし預言者[image: image44.png]&)



の人生を回顧すれば、ムスリムになるように誰かを強制した事が、彼の人生で一度もなかった事が分かります。
剣のお話

ジャーバル・イブン・アブドゥッラー[image: image45.png]


によって述べられました。(アル・ブハーリーとムスリムよる伝承)

ザート・アッ＝リカーウの戦いの間、アッラーの御使い[image: image46.png]&)



は、木の枝に剣を掛け休憩をしていました。一人の偶像崇拝者が、預言者[image: image47.png]&)



にひそやかに忍び寄り、彼の剣を掴み彼の側に立って言いました。「今誰が私からあなたを護れるのか?」「アッラー！アッラー！アッラー！」と、預言者[image: image48.png]&)



は大声で叫びました。多神教徒の手から剣が落ち、預言者[image: image49.png]&)



はそれを取って言いました。「今誰が私からあなたを護ることができるのか？」多神教徒は言いました。「おぉ、ムハンマドよ！　私に慈悲を！」預言者[image: image50.png]&)



は言いました。「アッラー以外に神がなく、私がアッラーの使徒であると証言しますか?」「いいえ、しません。」と、その男は言いました。「しかし私はあなたと戦わず、私の部族もあなたと戦わないと約束します。」預言者[image: image51.png]&)



は微笑まれその男に言いました。「行け！あなたは自由である。」この男は彼の部族のもとに戻り彼らに言いました。「私は最良の人類のもとからあなた達の所に着たばかりです！」
もし私達が同じ状況下にいたら、私達は何をしたでしょう？　もし誰かがあなたを殺しに来て、そしてもしあなたができて、彼を殺す全ての権利があるとしたら。しかし預言者[image: image52.png]&)



の全ての行為は、アッラー[image: image53.emf]

の御言葉と一致していました。；われは只万有への慈悲として、あなたを遣わしただけである。
もし私達が私達の例に戻るなら、「アッラーは、彼らが『アッラー以外に神はなし！』と言うまで、人々と戦うように私に命じました。」私達は預言者[image: image54.png]&)



の人生に照らして、このハディースを理解しなければなりません。彼がマッカに戻った時、彼が何をしたか見なさい。偶像崇拝者は彼と彼の人々を害し、彼らを町から追放しました。しかし彼が勝者として最後にそこへ戻って来た時、彼は何をしましたか?　彼はそれら全ての人を容赦し言いました。「好きな所に行きなさい、あなた達は自由です！」
　もし私達が預言者[image: image55.png]&)



の人生の例に従って、正しくハディースを解釈すれば、それはムスリムが人々へイスラームを伝える事を、妨げようとする人々と戦うように、アッラー[image: image56.emf]

は彼に命じた事を意味します。彼らと戦う前に彼が最初にした事は、彼らがイスラームを受け入れるように招待するために、ペルシャ王国とローマ帝国の皇帝を含む、全ての周辺諸国と周辺部族の王と王子と指導者達へ使者を送る事でした。しかし彼らはイスラームを受け入れず、ムスリム達が彼らの国民へイスラームを伝道する事を妨げました。彼らは、彼らが奴隷と見なしていた人々への圧制から利益を受けていました。それゆえイスラームの見地が、解放し彼らの玉座を打ち倒す事をさせないようにしました。ムスリム達にとっては、これらの圧制的な指導者達と彼の力強い軍隊と戦う事以外に、彼らの国民へイスラームを伝える方法は、明らかにありませんでした。
　戦いは最後の手段です。戦いの前に彼らは3つの選択肢を与えられました。
１．イスラームを受け入れ、平等に一緒に生きる。

２．税金(人頭税)を払い、ムスリム達の支配と保護下に入り、彼らの国民にイスラームを伝える事を
    許可する。

３．戦闘

　ペルシャとローマは始めの2つを受け入れる事を拒否しました。なぜなら彼らは力に誇り、ムスリム達に勝つのは簡単だろうと考えていたからです。しかし彼らはアッラー[image: image57.emf]

の真実の力には匹敵しませんでした。

イスラーム的平等についてのお話

イスラームの歴史の中で、ムスリム達が戦って敗北させる前に、これらの3つの選択肢を与えられなかった町の民衆についてのお話があります。彼らはその当時のカリフ(イスラーム教の指導者)に直訴し、ムスリム達がそこを征服していたにもかかわらず、彼はムスリム軍に町の壁の外へ出て行くように命じました。この平等の実地から、民衆はイスラームを自ら受け入れました。
　もしムスリムでない人々の指導者が始めの2つの条件を拒否したなら、ムスリム達は彼らと戦う以外に選択肢はありません。しかしながら戦闘の場合は、彼らはその国々の国民達とは戦わずに解放し、例え明白な勝利を収めたとしても、ムスリムになるように誰一人として強制したことはありませんでした。この証拠として、イスラーム諸国で多くのキリスト教会やユダヤ教会を、あなた達は見つける事ができます。彼らは安全であり、彼らの信仰を実行することを誰も妨げません。
　これは、一部の人々を誤って導かせ、預言者[image: image58.png]&)



のスンナ(言行録)に反する行為をさせる原因となる、ハディースの多くの誤解からの一つの例に過ぎません。

イフラース(誠実)を持ち欲望に従わない事
29. 信仰する者よ，もしあなたがたがアッラーを畏れるならば，かれはあなたがたに識別を与え，あなたがたの諸悪を消滅し赦して下される。本当にアッラーは偉大な恩恵の主であられる。；戦利品章(アル・アンファール)8:29

もし私達が聖クルアーンと預言者[image: image59.png]&)



のスンナ(言行録)に従うなら、最期の日までの全ての人類と私達にとって、それらは十分な導きであり、私達が言及した基準に従ってそれらを正しく解釈する限り、私達は正しく導かれるでしょう。
しかし、もし私達が聖クルアーンとスンナに含まれている導きを解釈したいのなら、私達はもう一つ重要な要素が必要です。私達はイフラース(誠実)を持たなければなりません。私達が誠実にアッラー[image: image60.emf]

の道のためだけに生きるなら、あれらの最大の失敗者達の中に私達がいることから私達を護って下さるでしょう。私達はアッラー[image: image61.emf]

のみの御喜びを求め、真摯に導きを求める意図を持たなければなりません。誠実さに欠けている人々は、アッラー[image: image62.emf]

への愛から行動していません。彼らは自己中心的な衝動に奮闘することもなく、まだ彼らの激情と欲望の奴隷です。彼らは自身の利益のために行動し、そのため彼らはシャイターン(悪魔)によって簡単に道に迷わされます。彼らの欲望は、全人類の慈悲となる事ではなく、彼ら自身の世俗的目的に益となる事のみをイスラームからより抜かせます。
なぜ魂の防護には、誠実さがそんなに必須なのでしょうか？　それはなぜなら本当に誠実な人々は、彼ら自身に対してもいつも誠実であるからです。彼らの不変な目的は、真実を探し出すことです。彼らは真実を探し出すまで止める事はなく、それが真実であると気付き認めた時は、例えそれが彼らの欲望に反する事でもそれに従います。彼らが道に誤っていると気付いた時、彼らはアッラー[image: image63.emf]

に正しい道を見せて下さるように誠実に祈り、そしてアッラー[image: image64.emf]

は誠実な人々を愛するため、彼らを導いて下さるでしょう。；70.使徒よ、あなたがたの手中にある捕虜たちに言ってやるがいい。「もしアッラーが、あなたがたの心の中に何か良いものがあることを認められれば、あなたがたが没収されたものよりも優れたものを与え、またあなたがたを赦される。アッラーは寛容にして慈悲深くあられる。」；戦利品章(アル・アンファール)8:70　もしあなたが、この従順さと誠実さとそれに従って行動する水準に達したのなら、あなたはアッラー[image: image65.emf]

があなたを強固にさせ、正しい道(イスティカーマ)にい続けるように祈らなければなりません。もちろんこれは、サブル(忍耐)が必要です。　これら多くのうちの一つは、サブル・アラタ・アティッラー(アッラー[image: image66.emf]

が命令した事との忍耐)です。この高い水準の忍耐は、簡単に達成するものではありません。ムスリムの一部は従順に見えるかもしれませんが、その後であなた達は彼らが完全に変わり、考えなく行動するのを見るかもしれません。これは彼らが忍耐を持ちこたえることができず、彼らがイスティカーマを固めていなかったからです。
今日私達ムスリムは、誠実さと正しい導きを必要としています。私達ムスリムは、異なった真実の解釈に従う、多くのグループに分かれています。私達は、アッラー[image: image67.emf]

が私達の誠実さと善い行いを増やして下さり、私達に真っ直ぐな道を強固に固めて下さる様に祈ります。預言者ムハンマド[image: image68.png]&)



はかつてよく祈ったものでした。「私達の心と目を変えられるアッラーよ、私の心をイスラームのディーン(宗教)に強固に固めたまえ。」(アブドゥッラー・イブン・ウマル[image: image69.png]


によって伝えられたサヒーフ・ムスリムとアッ＝ティルミジーによる伝承)
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